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6. 資料編 

6.1 境川修景整備検討会設置要綱 

 

 

（設置） 

第１条 利根川水系一級河川境川（以下「境川」という。）の修景整備の検討をするため、境川修景整

備検討会（以下「検討会」という。）を設置する。 

（組織） 

第２条 検討会は、会長及び副会長並びに会員をもって組織する。 

２ 会長は、市長が指名した者をもって充てる。 

３ 会長は、会務を総理し、検討会を代表する。 

４ 副会長は、会長が選任した者とし、会長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を代

理する。 

５ 会員は、市長が指名した者をもって充てる。 

（掌握事務） 

第３条 検討会は、境川修景整備に関する事項を協議する。 

（会員の任期） 

第４条 会員の任期は、本計画の策定に向けた検討が終了する日までとする。ただし、会員が欠けた場

合の補欠会員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（検討会の開催） 

第５条 会長は、会議を招集する。 

２ 会長は、前項の規定に代えて、メール等の電子的な方法を用いて行うことができる。 

（会員以外の者の出席） 

第６条 会長は、必要があると認めるときは、会員以外の者に対し、資料の提出を求め又は会員以外の

者を出席させ、意見若しくは説明を求めることができる。 

（秘密保持） 

第７条 会員は、その職務に関して知り得た個人情報については、その職を退いた後も、他に漏らして

はならない。 

（庶務） 

第８条 検討会の庶務は、都市整備部道路整備課において処理する。 

（補則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

（この要綱の失効） 

第 10 条 この要綱は、検討会における検討が終了する日限り、その効力を失う。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和元年 10 月３日から施行する。  
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6.2 境川修景整備検討会 会員名簿 

 

境川修景整備検討会会員名簿 

（令和元年 11 月  14 日現在） 

検討会員名簿（6 名・敬称略） 

氏 名 職   等 備  考 

じんない ひでのぶ 

陣 内 秀 信 
法政大学 特任教授 会長 

さ さ き よう 

佐々木 葉 

早稲田大学創造理工学部

社会環境工学科 教授 
副会長 

こ ひ や ま たかし 

小檜山 天 
企画部長 会員 

はしの ま り こ 

橋野 まり子 
市民経済部長 会員 

ち く たけし 

知久 岳史 
都市整備部長 会員 

いしかわ こうぞう 

石 川 豪三 

一般社団法人浦安観光
コンベンション協会専務理事 
（市民経済部商工観光課付） 

会員 

 

 

オブザーバー（敬称略） 

氏 名 職 等 備 考 

とくとめ けんじ 

徳 留 顕二 千葉県葛南土木事務所 次長 オブザーバー 
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6.3 計画（案）策定の経緯 
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6.4 境川修景整備検討会議事概要 

6.4.1 第 1 回境川修景整備検討会議事録（骨子） 

 

１. 開催日時 令和元年 11 月 14日（木） 午後１時 30 分～午後４時00分 

２. 開催場所 浦安市役所４階 災害対策本部室 

３. 出 席 者 

(委 員） 

陣内会長、佐々木副会長、小檜山委員、知久委員、橋野委員、石川委員（計６名） 

（オブザーバー） 

千葉県葛南土木事務所/ （代理）高田河川改良課長、（随行）畑本調整課長 

(事務局） 

都市整備部/ 板橋次長 

道路整備課/ 大木課長、左海主幹、西村課長補佐、上田係長 

宇田川主任主事、竹内主任主事、岩楯主任主事 

（事務局補助） 

公益財団法人リバーフロント研究所/ 土屋、水草、二瓶、利満、坂本 

 

４. 議 題 

(1) 検討会の目的、経緯、全体フロー 

(2) 境川及び周辺市街地の現状と課題 

(3) 他河川における事例 

(4) 境川整備と沿川まちづくり基本方針（案） 

(5) その他 

 

 

５. 会議経過 

(1) 検討会の目的、経緯、全体フロー 

事務局より検討会の目的、経緯、全体フローの説明を行った。 

 

(2) 境川及び周辺市街地の現状と課題 

事務局より境川及び周辺市街地の現状と課題に関して説明があった。 

• 現況を示す資料として、江戸時代にできた歴史的市街地の位置と年代を正確に表示するよう意     

見があった。江戸時代にできたところ、近代にできたところ、歴史的資源が残されているところを

書き分け、また、路地なども入れるようにとの意見があった。 

 

(3) 他河川における事例 

事務局より他河川における事例に関して説明を行った。 
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(4) 境川整備と沿川まちづくり基本方針（案） 

事務局より境川整備と沿川まちづくり基本方針（案）に関して説明を行った。 

・ 基本方針検討に必要な情報として大正・昭和初期時代の浦安を描いた浦安町鳥瞰図を資料で提示す

ること、また、これを現在の地図の上にプロットすること、との意見があった。 

・ 個別の課題に対応する方針はまとめられているが、境川と市街地との関係をとらえた大きな視点で

の方針には不足がみられる。方針案作成にあたって、例えば緑のネットワークや排水のネットワー

クなどについて、境川の背後地も広くとらえて整理すべきとの意見があった。この整理をもとに境

川がどのような役割を担うのかを検討し、これらを含めたビジョンを描くようにとの意見があっ

た。 

・ 今回整備対象であるAゾーンだけが歴史ゾーンであるような印象を受けがちであるが、実は整備済

みのBゾーンが最も重要な歴史ゾーンであることが明らかになった以上、それも含め、A・Bゾーン

を一体にとらえ歴史ゾーンの総合的な見直しを図るべきとの意見があった。 

・ D1-1ゾーンに関しては、魅力的な提案があり、具体化に向け頑張ってほしい。設計者をコンペで選

ぶ等の工夫で、整備のプロセス自体をまちづくりの一環として取り組んで欲しいとの意見があっ

た。 

 

 

(5) その他 

事務局案を踏まえ、各委員の意見を反映し、次回に継続協議する。 

 

 

６. 傍聴 ２名 
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6.4.2 第 2 回境川修景整備検討会議事録（骨子） 

 

１. 開催日時 令和 2 年 1月 30日（木） 午後１時 30 分～午後3時 30分 

２. 開催場所 浦安市役所10階 協働会議室 

３. 出 席 者 

(委 員） 

陣内会長、佐々木副会長、小檜山委員、知久委員、橋野委員、石川委員（計６名） 

（オブザーバー） 

千葉県葛南土木事務所/ 徳留次長、（随行）畑本調整課長 

(事務局） 

道路整備課/ 大木課長、左海主幹、西村課長補佐、上田係長 

宇田川主任主事、竹内主任主事、岩楯主任主事 

（事務局補助） 

公益財団法人リバーフロント研究所/ 土屋、水草、二瓶、利満、坂本 

 

４. 議 題 

(1) 第１回境川修景整備検討会の振り返り 

(2) 境川全体整備方針（修正案） 

(3) ゾーン別整備方針（修正案） 

(4) 事業化に向けた方策 

(5) その他 

 

５. 会議経過 

(1) 第１回境川修景整備検討会の振り返り 

事務局より前回までの振り返りと本日の内容について説明を行った。 

(2) 境川全体整備方針（修正案） 

市民の役割を記載すること、イメージパースは今後の使用場面に配慮し注意深く必要な要素を

盛り込むように加筆修正することとし、沈船対策の記載を行うことを前提に修正案が合意され

た。 

(3) ゾーン別整備方針（修正案） 

ゾーン毎に以下の指摘があり、第３回検討会までに案を作成することが決められた。 

（ABCゾーン） 

・ハード整備が完了するBCゾーンについてもソフト事業を考える上での参考として現況課題図

を掲載すること。 

・緑の充実のため、路地や民地の緑を活かすと共に、住民参加で緑を育てる工夫を盛り込むこ

と。 

・沿川の道路については休日に車を規制してオープンカフェ等を行う社会実験について住民と

の協議を行うよう検討すること。空間をイメージしやすいような図面を追加すること。 
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（D1-1ゾーン） 

・境川公園と管理用通路の関係を断面図で表すこと。歩道橋の新設については整備の必要性や

浮橋形式の採用を含めて再考すること。 

（D1-2、D2ゾーン） 

・事務局案を基本的に了承する。 

(4) 事業化に向けた方策 

事務局案を基本的に了承する。 

(5) その他 

事務局案を踏まえ、各委員の意見を反映し、次回に継続協議する。 

 

６. 傍聴２名 
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6.4.3 第 3 回境川修景整備検討会議事録（骨子） 

 

１. 開催日時 令和 2 年 3月 27日（金） 午後 3 時 00 分～午後5時 00分 

２. 開催場所 浦安市役所10階 協働会議室 

３. 出 席 者 

 (委 員） 

陣内会長、佐々木副会長、小檜山委員、知久委員、橋野委員、石川委員（計6名） 

（オブザーバー） 

千葉県葛南土木事務所/ 徳留次長、（随行）畑本調整課長 

(事務局） 

都市整備部/ 板橋次長 

道路整備課/ 大木課長、左海主幹、西村課長補佐、上田係長、 

宇田川主任主事、竹内主任主事、岩楯主任主事 

（事務局補助） 

公益財団法人リバーフロント研究所/ 土屋、二瓶、利満、坂本 

４. 議 題 

(1) 前回までの振り返り 

(2) 報告書案 

(3) 今後の進め方（行政間協議・市民参加推進等） 

(4) その他 

 

５. 会議経過 

(1) 前回までの振り返り 

事務局より前回までの振り返りと本日の内容について説明を行った。 

 

(2) 報告書案 

以下の指摘を踏まえて報告書を取りまとめ、市民にも公表することが了承された。 

①Aゾーンについて 

商業活動活性化の可能性のあるところなので、しっかり取り組む姿勢を明示すること。 

 

②BC ゾーンについて 

整備がほぼ完了している BC ゾーンについても利活用等に関して一体的に対応すること。 

 

③D1-1、D1-2、D2ゾーンについて 

・多くの小段が計画されているが、箇所別の設置の必要性を精査し調整すること。 

・D1-1 ゾーンの両岸連絡動線については、設置目的を整理し、整備に当たっての要件に見合

った手法を検討すること。なお、仮設浮橋、チェーンフェリーは魅力があるが、管理用通
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路から水面までのアクセス路についての配慮についても言及すること。 

・D1-1 ゾーンは最も川らしさを感じさせる場所でSUP・カヌーなどの水遊びや自然観察の 

場、川の知識を学ぶ場として生かすべき場所であることを報告書に明記すること。 

 

(3) 今後の進め方 

・段階的整備方針と、事業化に向けた今後の取り組みを、報告書に記載すること。 

・愛知県岡崎市の乙川のかわまちづくりの事例を参考資料として記載すること。 

・報告書に記載する目的や考え方を基本とし、イメージ図に囚われることなく、より魅力

的なデザイン設計を進めることを前書きに記載すること。 

 

(4) その他 

これまでの検討会で出た意見等を踏まえ、最終的な報告書をとりまとめることとする。 

 

６. 傍聴 ４名 
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6.5 市民アンケート 

6.5.1 アンケート調査概要 
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6.5.2 アンケート調査票 
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6.5.3 アンケート結果 
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6.6 かわまちづくりの事例（愛知県岡崎市/乙川リバーフロント地区） 

 

かわまちづくり計画を作成登録し、かわまちづくり支援制度に基づく支援のもと、都市再生整備計画

を策定し、国の社会資本整備総合交付金を受けて整備が進められてきた岡崎市の「乙川リバーフロント

QURUWA 戦略地区」では、令和２年に整備が完了した。境川の整備及び利活用体制の構築に向けた参

考例として以下にその概要を示す。 

・交付対象事業費（80 億 4，800 万円）＝総事業費−対象外の事業費（既存施設の撤去費等） 

・計画期間：平成 27 年度〜令和２年度  （6 年間） 

 

出典：社会資本総合整備計画書（乙川リバーフロント地区整備計画）（第５回変更） 

https://www.city.okazaki.lg.jp/1550/1567/1700/p018551_d/fil/rf-syasihon-5.pdf 
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 出典：都市再生整備計画（第５回変更）（地方再生コンパクトシティ）（都市再構築戦略事業） 

https://www.city.okazaki.lg.jp/1550/1567/1700/p018551_d/fil/rf-tosisaisei-5.pdf 
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  出典：内田やすひろの政策日記 https://uchidayasuhiro.cocolog-nifty.com/blog/2015/04/post-a170.html 



113 

 

出典：岡崎市 HP 

https://www.city.okazaki.lg.jp/1550/1567/1700/p022960.html 


